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平成 18年 5月期  第３四半期財務・業績の概況（非連結） 
    平成 18年 6月 6日 

会社名 サイバーステップ株式会社 （コード番号：3810  東証マザーズ） 
（ＵＲＬ http://www.cyberstep.com/ ）   東京都調布市布田一丁目 29番 2号 
問 合 せ 先      代表者役職・氏名 代表取締役 武内 重親 TEL：（042）440 － 3300   
            責任者役職・氏名 経営管理室長 山口正夫 
 
１．四半期財務情報の作成等に係る事項 
① 四半期財務諸表の作成基準 ： 中間財務諸表作成基準 
② 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無 ： 無 
③ 会計監査人の関与 ： 無 

 
２．平成 18年 5月期第３四半期財務・業績の概況（平成 17年 6月 1日～平成 18年２月 28日） 
(1) 経営成績の進捗状況                       （百万円未満切捨） 
 売 上 高 営 業 利 益      経 常 利 益      

四半期（当期） 
純 利 益       

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

18 年 5 月期第３四半期 653 － 302 － 304 － 202 －

17 年 5月期第３四半期 － － － － － － － －

(参考)17 年 5 月期 682 － 320 － 322 － 211 －

 

 
１株当たり四半期 

（当期）純利益 

潜 在 株 式 調 整 後          
１株当たり四半期 
（当期）純利益 

 円 銭 円 銭

18 年 5 月期第３四半期 14,777 60 － －

17年 5月期第３四半期 － － － －

(参考)17 年 5 月期 81,877 37 － －

 (注) 前年同期につきましては、四半期財務諸表を作成していないため記載を省略しております。 
 
［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期におけるわが国の経済環境は、景気回復に支えられ企業の輸出や設備投資が堅

調に推移し、企業の生産も過去最高水準にあり、雇用と賃金の改善を反映して、雇用者所得も

緩やかに増加し、個人消費も底堅く推移しております。 

このような経済環境の中、オンラインゲーム市場は、日本を含めたアジア各国市場でも順調

に拡大を続けております。 

当社では、アジア各国で 1500 万人以上の会員を有するオンラインアクションゲーム

「GetAmped」が韓国、台湾、中国、タイ、インドネシアで順調に成長を続けております。ま

た日本市場では「GetAmped」に続く MMO アクション RPG「Ｃ２１」のオープンベータテ

ストを平成１８年２月１日より開始し、日本市場での自社運営の準備を進めております（更に

自社運営を拡張するため、日本での「GetAmped」のライセンス契約は１月末で解消いたしま

した）。 

以上の結果、当第３四半期の業績は、売上高 653 百万円、営業利益 302 百万円、経常利益

304百万円、四半期純利益 202百万円となりました。 
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(2) 財政状態の変動状況 
 総 資 産 株 主 資 本      株主資本比率 

１株当たり 
株 主 資 本      

 百万円 百万円 ％ 円 銭

18 年 5 月期第３四半期 674 632 93.8 45,831 62

17 年 5 月期第３四半期 － － － － －

(参考)17 年 5 月期 541 437 80.7 156,249 11

 
(3) キャッシュ・フローの状況 
 

営 業 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

投 資 活 動 に よ る         
キャッシュ・フロー

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物
期 末 残 高         

 百万円 百万円 百万円 百万円

18 年 5 月期第３四半期 113 △36 0 362

17 年 5 月期第３四半期 － － － －

(参考)17 年 5 月期 240 △158 37 283

 
［財政状態の変動状況に関する定性的情報等］ 

当第３四半期における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度に比べて

78百万円増加し、362百万円となりました。 

四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 
（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期における営業活動による資金の増加は 113百万円であります。当第３四半期での

主な増加要因は、税引前第３四半期純利益 304百万円、減価償却費が 16百万円等によるもので

あります。 

 
（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期における投資活動による資金の減少は 36 百万円であり、主なものは無形固定資

産の取得による支出 34百万円によるものであります。 

 
（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第３四半期における財務活動による資金の増加は、0.3 百万円であり、その主なものは、新

株予約権行使に伴う収入 0.7百万円であります。 
 
３．平成 18年 5月期の業績予想（平成 17年 6月 1日 ～ 平成 18年 5月 31日） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

通     期 907 390 234 

（参考）１株当たり予想当期純利益（通期） 15,849 円 11 銭 
 
［業績予想に関する定性的情報等］ 

 平成１８年３月１０日から MMOアクション RPG｢Ｃ２１｣の商用サービスを開始してお

ります。期末の業績予想には、本商用サービス開始による売上高等を見込んでおります。 

なお、業績予想については、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成した

ものであり、実際の業績は、今後の様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 
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４．四半期財務諸表 

（1）四半期貸借対照表 

  
当第３四半期会計期間末 
（平成18年2月28日現在） 

（参考） 
平成17年5月期 

区分 
注記
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

（資産の部）   

Ⅰ 流動資産   

１．現金及び預金  472,597  393,954

２．売掛金  107,314  65,779

３．貯蔵品  97  196

４．繰延税金資産  9,039  12,043

５．その他 ※2 15,395  19,475

流動資産合計  604,443 89.6  491,450 90.8

Ⅱ 固定資産   

１．有形固定資産 ※1 6,945 1.0  6,956 1.3

２．無形固定資産  54,538 8.1  34,764 6.4

３．投資その他の資産   

(1）関係会社株式  1,109  1,109

(2）関係会社長期貸付金  2,326  2,162

(3）繰延税金資産  187  481

(4）その他  5,007  4,598

投資その他の資産合計  8,629 1.3  8,351 1.5

固定資産合計  70,114 10.4  50,071 9.2

資産合計  674,557 100.0  541,521 100.0
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当第３四半期会計期間末 
（平成18年2月28日現在） 

（参考） 
平成17年5月期 

区分 
注記
番号 

金額（千円） 
構成比
（％）

金額（千円） 
構成比
（％）

（負債の部）   

Ⅰ 流動負債   

１．買掛金  3,686  2,934

２．未払費用  25,569  31,062

３．未払法人税等  8,883  45,539

４．その他  3,942  24,981

流動負債合計  42,081 6.2  104,518 19.3

負債合計  42,081 6.2  104,518 19.3

   

（資本の部）   

Ⅰ 資本金  87,145 12.9  86,770 16.0

Ⅱ 資本剰余金  77,145 11.5  76,770 14.2

Ⅲ 利益剰余金  468,186 69.4  273,463 50.5

資本合計  632,476 93.8  437,003 80.7

負債・資本合計  674,557 100.0  541,521 100.0
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（2）四半期損益計算書 

  
当第３四半期会計期間 
（自 平成17年6月1日 
至 平成18年2月28日） 

（参考） 
平成17年5月期 

区分 
注記
番号 

金額（千円） 
百分比
（％）

金額（千円） 
百分比
（％）

Ⅰ 売上高  653,152 100.0  682,808 100.0

Ⅱ 売上原価  22,952 3.5  12,975 1.9

売上総利益  630,199 96.5  669,833 98.1

Ⅲ 販売費及び一般管理費  327,295 50.1  349,344 51.2

営業利益  302,904 46.4  320,489 46.9

Ⅳ 営業外収益 ※1 1,814 0.3  4,515 0.7

Ⅴ 営業外費用 ※2 410 0.1  2,365 0.3

経常利益  304,307 46.6  322,638 47.3

税引前第３四半期（当
期）純利益 

 304,307 46.6  322,638 47.3

法人税、住民税及び事業
税 

 98,186 119,457 

法人税等調整額  3,298 101,485 15.5 △8,465 110,991 16.3

第３四半期（当期）純利
益 

 202,822 31.1  211,647 31.0

前期繰越利益  265,363  61,816

第３四半期（当期）未処
分利益 

 468,186  273,463
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（3）四半期キャッシュ・フロー計算書 

 
当第３四半期 

（自 平成17年6月1日 
至 平成18年2月28日） 

（参考） 
平成17年5月期 

区分 金額（千円） 金額（千円） 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前第３四半期（当期）純利益 304,307 322,638 

減価償却費 16,590 10,013 

受取利息及び受取配当金 △130 △30 

為替差損益 △1,227 △331 

新株発行費 410 － 

固定資産除却損 － 1,273 

売上債権の増加額 △41,534 △9,142 

たな卸資産の増減額 99 △196 

仕入債務の増加額 752 950 

未払費用の増減額 △5,493 11,959 

その他の資産の増減額 3,794 △16,886 

その他の負債の増減額 △18,494 12,077 

役員賞与の支払額 △8,100 △6,000 

小計 250,974 326,326 

利息及び配当金の受取額 127 30 

法人税等の支払額 △137,507 △85,649 

営業活動によるキャッシュ・フロー 113,593 240,707 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預け入れによる支出 － △110,000 

有形固定資産の取得による支出 △1,668 △7,117 

無形固定資産の取得による支出 △34,685 △37,923 

関係会社株式の取得による支出 － △1,109 

貸付による支出 － △2,044 

その他の投資による支出 － △2,048 

その他の投資による収入 － 1,890 

投資活動によるキャッシュ・フロー △36,353 △158,352 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー   

株式分割による支出 △410 － 

新株発行による収入 750 37,500 

財務活動によるキャッシュ・フロー 339 37,500 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 1,063 213 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額 78,643 120,068 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 283,954 163,886 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 362,597 283,954 
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四半期財務諸表作成の基本となる重要な事項 

項目 
当第３四半期 

（自 平成17年6月1日 
至 平成18年2月28日） 

（参考） 
平成17年5月期 

１．資産の評価基準及

び評価方法 

（1）有価証券 

子会社株式 

移動平均法による原価法を採用しており

ます。 

（2）たな卸資産 

貯蔵品 

最終仕入原価法を採用しております。 

(1) 有価証券 
同左 

 

 

(2) たな卸資産 
同左 

２．固定資産の減価償

却の方法 

（1）有形固定資産 

 定率法を採用しております。 

 なお、主な耐用年数は以下のとおりであり

ます。 

  建物 15年 

  工具器具及び備品 4年～6年 

（2）無形固定資産 

 定額法を採用しております。 

 なお、自社利用のソフトウェアについて

は、社内における利用可能期間（５年）に基

づいております。 

 販売目的のソフトウェアについては、見込

販売収益に基づく償却額と残存有効期間（３

年）に基づく均等配分額とを比較し、いずれ

か大きい額を計上しております。 

（1）有形固定資産 

同左 

 

 

 

 

 

（2）無形固定資産 

同左 

３．四半期キャッシ

ュ・フロー計算書

における資金の範

囲 

 手許現金、随時引き出し可能な預金及び容

易に換金可能であり、かつ、価値の変動につ

いて僅少なリスクしか負わない取得日から

３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資

からなっております。 

同左 

４．その他四半期財務

諸表作成のための

基本となる重要な

事項 

（1）消費税等の会計処理 

 税抜方式によっております。 

（1）消費税等の会計処理 

同左 

 
四半期財務諸表作成のための基本となる事項の変更 

当第３四半期会計期間 
（自 平成17年6月1日 
至 平成18年2月28日） 

前事業年度 
（自 平成16年6月1日 
至 平成17年5月31日） 

（固定資産の減損に係る会計基準） 

当第３四半期会計期間より、固定資産の減損に係る会計

基準（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する

意見書」（企業会計審議会 平成14年8月9日））及び「固

定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基

準委員会 平成15年10月31日 企業会計基準適用指針6

号）を適用しております。 

 これによる損益に与える影響はありません。 

－ 
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注記事項 

（四半期貸借対照表関係） 

当第３四半期末 
（平成18年2月28日現在） 

前事業年度末 
（平成17年5月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額   3,506千円 

※２ 消費税等の取扱い 

 仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺の上金額的に

重要性が乏しいため、流動資産の「その他」に含めて表

示しております。 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額   1,827千円 

※２ 消費税等の取扱い 

－ 

 
（四半期損益計算書関係） 

当第３四半期 
（自 平成17年6月1日 
至 平成18年2月28日） 

前事業年度 
（自 平成16年6月1日 
至 平成17年5月31日） 

※１ 営業外収益の主要項目 

為替差益           785千円 

助成金収入          802千円 

※１ 営業外収益の主要項目 

為替差益           607千円 

助成金収入         3,796千円 

※２ 営業外費用の主要項目 

新株発行費          410千円 

※２ 営業外費用の主要項目 

固定資産除却損       1,273千円 

リース解約金         798千円 

 ３ 減価償却実施額 

有形固定資産        1,679千円 

無形固定資産        15,118千円 

 ３ 減価償却実施額 

有形固定資産        1,458千円 

無形固定資産        8,620千円 

 
（四半期キャッシュ・フロー計算書関係） 

当第３四半期 
（自 平成17年6月1日 
至 平成18年2月28日） 

前事業年度 
（自 平成16年6月1日 
至 平成17年5月31日） 

現金及び現金同等物の第３四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成18年2月28日現在）

現金及び現金同等物の期末残高と貸借対照表に掲記され

ている科目の金額との関係 

（平成17年5月31日現在）

（千円）

現金及び預金勘定            472,597 

預け入れ期間が３ヶ月を超える 

定期預金               △110,000 

現金及び現金同等物           362,597 

（千円）

現金及び預金勘定            393,954 

預け入れ期間が３ヶ月を超える 

定期預金                △110,000 

現金及び現金同等物           283,954 

 
（重要な後発事象） 

当第３四半期 
（自 平成17年6月1日 
至 平成18年2月28日） 

前事業年度 
（自 平成16年6月1日 
至 平成17年5月31日） 

― ― 

 

 
以上 


